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第123号 

昭和 49年（1974年）布市町でマッコウ鯨の骨が出土しました 

21,000部 
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２０２３年 7月１日 

わ
が
街
の
誇
り 

漢
方
薬
作
り 

生
駒
山
の
西
側
山
腹
に
、
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
音
川
に
沿
っ
て
つ
づ
く
辻
子

谷
の
山
道
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
興
法
寺
を
経
て
、
宝
山
寺
か
ら
生
駒
に
通

じ
る
信
仰
の
道
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
辻
子
谷
を
は
じ
め
生
駒
山
麓
の
各
谷
で
は
、
谷
川
の
水
を
利
用
し
て
水

車
が
設
け
ら
れ
、
自
家
用
水
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
に
お
け
る
大
坂
の
商
業
発
展
と
と
も
に
、
水
車
を
事
業
と
し
て
利

用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

水
車
動
力
を
胴
突
・
唐
白
に
伝
え
て
、
各
種
製
粉
、
油
絞
り
、
伸
線
加
工
な
ど

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
辻
子
谷
で
は
、
谷
の
奥
深
く
ま
で
水
車
小
屋
が

並
び
、
寛
永
年
間
（
１
６
２
４
～
４
４
年
）
に
胡
粉
製
造
が
は
じ
ま
り
元
禄
年
間

（
１
６
８
８
～
１
７
０
４
年
）
以
降
は
大
坂
の
薬
種
問
屋
と
の
取
引
に
よ
り
和
漢

薬
種
の
細
末
加
工
が
増
え
、
明
治
か
ら
大
正
初
め
に
か
け
て
最
大
44
両
も
の
水

車
が
稼
動
し
て
い
た
。 

辻
子
谷
の
水
車
が
多
く
あ
っ
た
理
由
は
、
落
差
に
恵
ま
れ
た
渓
谷
で
あ
り
、

水
車
の
立
地
に
適
し
、
水
の
少
な
い
時
期
に
も
お
い
て
も
動
く
「
上
掛
水
車
（
う

わ
が
け
す
い
し
ゃ
）
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
谷
あ
い
で
あ
っ
た
た
め
農
業
用
水

と
の
競
合
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

 

 

 

  

こ
れ
ら
の
水
車
は
大
正
３
年
（
１
９
１
４
年
）
に
大
軌
電
車
が
開
通
し
た
後
の

電
力
普
及
と
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
辻
子
谷
で
は
芳
香
成
分
を
含
む
薬
種

加
工
が
主
で
あ
っ
た
た
め
に
、
他
の
谷
よ
り
も
永
く
水
車
が
残
さ
れ
、
昭
和
53

年
頃
ま
で
使
わ
れ
ま
し
た
。 

昭
楠
会
（
し
ょ
う
な
ん
か
い
）
元
会
長
の
北
口
隆
氏
か
ら
水
車
の
歴
史
や
漢
方

に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

辻
子
谷
の
往
時
の
よ
き
時
代
を
語
り
継
ぐ
た
め
、
昭
楠
会
が
中
心
と
な
り
、

東
大
阪
市
地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
事
業
の
指
定
を
う
け
て
、
平
成
16
年

（
２
０
０
４
年
）
11
月
に
実
物
大
の
直
径
６
m
の
水
車
を
復
元
さ
せ
、
平
成
19

年
（
２
０
０
７
年
）
秋
に
完
成
し
た
1/4
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
水
車
小
屋
と
と
も
に
、

辻
子
谷
で
活
躍
し
て
い
た
当
時
の
様
子
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

現
在
で
も
、
各
種
機
械
製
粉
機
の
発
達
に
と
も
な
い
伝
統
産
業
と
し
て
香
辛

料
や
生
薬
の
粉
砕
業
が
続
い
て
い
ま
す
。
（
辻
子
谷
道
沿
い
に
は
、
数
社
の
漢
方

薬
関
連
の
会
社
が
あ
り
、
そ
の
道
を
歩
い
て
い
る
と
漢
方
薬
的
な
匂
い
が
漂
っ
て

い
ま
す
）
特
に
辻
子
谷
で
の
和
漢
薬
種
の
細
末
加
工
は
、
古
く
か
ら
水
車
を
使
っ

て
い
た
が
、
現
在
は
動
力
（
ハ
ン
マ
ー
ミ
ル
や
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
ミ
ル
等
）
を
使
っ
て

作
ら
れ
て
い
る
。
桂
皮
・大
ぼ
く
・
せ
ん
ぶ
り
・に
っ
き
ん
・
お
う
れ
ん
等
２
０
０
種

類
以
上
の
和
漢
薬
の
薬
種
（
主
に
海
外
か
ら
輸
入
）
を
粉
末
加
工
し
て
、
販
売
し

て
い
る
会
社
が
あ
る
。 

 

 

ミニ水車小屋 

ミニ水車小屋内部 
（このような杵と臼が水力によって和漢の

生薬が粉末加工されていた） 

辻子谷の復元された大きな水車 

製粉機 

胴付き 

上石切町辻子谷道 

 

●
東
大
阪
市
辻
子
谷 

水
車
郷
案
内
看
板 

●
昭
楠
会 

●
鳩
ま
め
倶
楽
部 

（参考資料） 

辻
子
谷
の 

ず 
 
 
 

し 
 
 
 

だ
に 
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〇
●
ゆ
う
ゆ
う
囲
碁
教
室 

  

 
 

 

東大阪市スクラムハ－ト 

A地域 

日下リージョンセンター

へ 

毎
月
第
１
金
曜
日
（１
月
は
休
み
）

 
た
だ
し
４
月
の
み
第
２
金
曜
日 

時
間 

13
時
～
16
時 

場
所 
２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル 

〇
ス
ト
レ
ッ
チ
〇
手
芸
・
囲
碁
・

将
棋
・
カ
ー
リ
ン
コ
ン
・オ
セ
ロ 

〇
お
茶
と
お
し
ゃ
べ
り
等 

  

毎
月
第
３
土
曜
日 

（８
月
と
３
月
は
休
み
） 

時
間 

13
時
～
15
時
30
分 

場
所 

２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル 

７
月 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（生
演
奏
）

 

９
月 

ギ
タ
ー
・
歌 

ピ
ア
ノ
・
歌

10

月 

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
・歌 

11

月 

フ
ォ
ー
ク
演
奏
会 

  
 
 
 
 

２
０
２
3
年
度
の
ゆ
う
ゆ
う
講
座

に
多
数
応
募
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ゆ
る
や
か
な
コ
ー
ス
、
季
節
を
感

じ
る
コ
ー
ス
、
健
脚
と
初
心
者

両
者
に
配
慮
し
た
コ
ー
ス 

9
月
24
日 

山
田
池
公
園 

10

月
23

日 

下
鴨
神
社
・
上
賀

茂
神
社 

  

◇
秋
の
講
習
会 

開
催
日 

令
和
５
年
11
月
12
日
（日
） 

 
 

初
心
者
・中
級
者
向
け 

午
後
1
時
か
ら
2
時
間
程
度 

場
所 

枚
岡
公
園
管
理
事
務
所
前 

受
講
料 

 
 
 
 

1
、
0

0

0
円 

ポ
ー
ル
貸
出 

 

無
料 

＊
往
復
は
が
き
、
メ
ー
ル
で
申
込
み 

行
事
名
・住
所
・氏
名
・年
齢
・性
別
・ 

電
話
番
号
記
入
の
う
え
下
記
ま
で 

◇
月
例
教
室
（プ
ラ
ザ
と
近
隣
公
園
） 

 

参
加
費 

 
 
 
 

無
料 

 

ポ
ー
ル
貸
出 

 

無
料 

・枚
岡
公
園
を
中
心
に
活
動 

 
 

毎
月
第
２
日
曜
日
午
後
１
時 

 
 

近
鉄
枚
岡
駅
（枚
岡
神
社
鳥
居

前
）集
合 

(

５
月
・11
月
は
講
習
会
の
た
め
中
止) 

・日
下
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
中
心
に
近
隣

公
園
で
活
動 

 
 

毎
月
第
１
土
曜
日
午
後
１
時 

・東
石
切
公
園
を
中
心
に
活
動 

 
 

毎
月
第
３
土
曜
日
午
後
１
時 

✰
申
込
み
不
要
、
当
日
現
地
集
合 

日
下
・東
石
切
公
園
は
７
月
第
３ 

土
曜
日
、
８
月
は
休
会 

詳
細
は
下
記
ま
で 

   

井
山
裕
太
三
冠 

今
月
号
に
て
広
報
紙
の

配
布
は
終
了
し
今
後
は
ネ

ッ
ト
配
信
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す 

（
枚
岡
東
小
学
校
出

身
） 

 h
ira

o
k
a
 

♥
腹
立
ち
を 

仏
に
聞
か
す 

ひ

と
り
言 

♣
カ-

ド
ナ
シ 

ケ
ー
タ
イ
も
ナ

シ 

被
害
ナ
シ 

♦
カ
ー
ド
ふ
え 

暗
証
番
号 

裏

に
書
き 

♠
万
歩
計 

半
分
以
上 

探
し

物 

 
 

 
 

紫
式
部
日
記
よ
り 

お
ほ
か
り
し 

豊
の
宮
人 

さ
し

わ
き
て 

し
る
き
日
蔭
を 

あ
は

れ
と
ぞ
見
し 

 

す
き
も
の
と 

名
に
し
た
て
れ
ば 

見
る
人
の 

折
ら
で
過
ぐ
る
は 

あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ 

 

人
に
ま
だ 

折
ら
れ
ぬ
も
の
を 

た
れ
か
こ
の 

す
き
も
の
ぞ
と
は 

口
な
ら
し
け
む 

 

よ
も
す
が
ら 

水
鶏
よ
り
け
に 

な
く
な
く
ぞ 

槙
の
戸
口
に 

た

た
き
侘
び
つ
る 

 

う
ち
は
ら
ふ 

友
な
き
こ
ろ
の 

寝
目
覚
め
に
は 

つ
が
ひ
し
鴛
鴦

ぞ 

夜
半
に
恋
し
き 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
―
キ
ン
グ 

や
さ
し
い
歴
史
教
室 

令
和
5
年
度
日
程 

開
催
月 

５
月
・
７
月
・
９
月

10
月
・
11
月
・２
月 

開
催
日 

各
月
第
２
土
曜
日 

 
      

集
合
９
時
45
分 

 
 
 
 
 

解
散
12
時 

参
加
費 

各
５
０
０
円 

・7
月
8
日 

関
白
藤
原 

頼
道
の
荘
園 

 

集
合
場
所 

近
鉄
河
内
花

園

駅

改

札

口
付
近 

・9
月
9
日 

平
野
郷 

 

集
合
場
所 

JR
平
野
駅
南

出
口
付
近 

・10
月
14
日 

星
田 

隆
星 

の
三
角
地
帯 

 

集
合
場
所 

JR
星
田
駅
改

札
口
付
近 

   

毎
月 

第
2
・第
4
土
曜
日 

 
 
 

13
時
～
16
時 

入
会
随
時
・無
料 

小
学
生
以
上 

 

申
込
み
は
下
記
ま
で 

カ
タ
カ
ナ
し
っ
て
る 

？ 

「
当
日
、
午
前
６
時
55
分
の

N

H

K
の
天
気
予
報
で
降

水
確
率
が
60
％
を
含
む
以

上
の
場
合
中
止
と
し
ま
す
。
」 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド 

外
か
ら
中
へ
、
の
意
味
。
対
義
語

は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
。 

① 

外
国
人
の
訪
日
旅
行
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

略
。
（
例 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
で
・
・
・
が
激
減
し
、

日
本
経
済
は
打
撃
を
う
け

た
。
） 

② 

ビ
ジ
ネ
ス
全
般
に
お
い
て
、
顧

客
か
ら
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
に

関
し
て
自
発
的
に
問
合
せ
等

の
接
触
し
て
く
る
こ
と
。 

 

 

最
近
の
i

P

S

を
活
用
し

た
事
例
に
は
、
卵
巣
が
ん
患
者
さ

ん
に
ヒ
ト
i

P

S
細
胞
由
来

ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
（
以
下
、
NK

細
胞
）の
細
胞
移
植
を
実
施
し
た

事
例
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
脳
の
神
経
で
は
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
や
脊
髄
損
傷
、
心
臓
で

は
、
心
不
全
、
眼
で
は
加
齢
黄
斑

変
性
や
角
膜
疾
患
な
ど
に
対
し

て
も
i

P

S
細
胞
を
使
っ
た

再
生
医
療
の
研
究
開
発
が
進
ん

で
い
ま
す
。 

  

 

猛
暑
・夏
バ
テ
の
季
節
で
す
。 

こ
の
時
期
、
ゆ
っ
た
り
呼
吸
し
て

酸
素
を
い
っ
ぱ
い
と
り
こ
む
こ
と

が
、
一
番
の
健
康
改
善
策
で
す
。

日
頃
の
呼
吸
が
浅
く
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？ 

 

呼
吸
に
使
わ
れ
る
筋
肉
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
れ
ば
、
何
歳
か
ら
で
も

肺
の
機
能
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。 

 

呼
吸
や
歌
う
事
は
、
誰
に
も
で

き
ま
す
。
で
も
無
意
識
で
な
く
、

深
い
呼
吸
で
肺
の
周
り
の
筋
肉
の

ス
ト
レ
ッ
チ
を
ゆ
っ
く
り
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
で

も
、
歌
う
こ
と
で
も
ok
で
す
。 

 

歌
の
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
て
、
確

か
に
呼
吸
の
練
習
を
始
め
ま
す

と
、
直
ぐ
に
身
体
が
健
康
に
な
る

の
を
強
く
感
じ
ま
す
。 

 

歌
に
関
し
て
い
え
ば
、
無
意
識

の
呼
吸
で
は
、
よ
い
歌
が
歌
え
な

い
で
す
。
（
お
風
呂
の
中
で
は
上

手
く
歌
え
ま
す
ね
。(

笑
） )  

 

高
音
を
出
す
の
も
、
響
き
の
あ

る
声
を
出
す
の
も
、
心
の
余
韻
を

残
す
の
も
、
深
い
息
が
と
て
も
大

切
で
す
。 

 

肺
の
周
り
の
筋
肉
の
ス
ト
レ
ッ

チ
で
元
気
に
す
ご
し
て
、
素
敵
な

歌
を
歌
え
る
事
も
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
一
石
二
鳥
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Y
・
O
） 

  

 

昨
年
来
の
三
冠
を
守
り
、
他
の

タ
イ
ト
ル
の
奪
還
を
狙
い
、
保
有

タ
イ
ト
ル
の
防
衛
に
頑
張
っ
て
い

る
。
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
有

る
が
、
囲
碁
観
戦
記
者
の
佐
野

さ
ん
に
よ
る
と
、
井
山
1
強
時

代
か
ら
群
雄
割
拠
で
多
く
の
人

が
出
て
き
て
い
る
。
た
だ
井
山
さ

ん
は
（
世
代
交
流
の
流
れ
で
も
）

頑
張
り
続
け
、
あ
と
10
年
は
タ

イ
ト
ル
を
持
ち
続
け
る
と
思
っ

て
い
ま
す
と
の
こ
と
で
す
。 

 

今
後
も
、
更
な
る
活
躍
を
期
待

し
て
、
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 


